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　皆様こんにちは。先週の役員交替

式、無事終えることができ、ありが

とうございました。会員の皆様、さ

らにパートナーの方々からもはげま

しのお言葉を頂き、本当に力強く感

じました。森市幹事と共に一年間

しっかりとクラブ運営ができるよう

頑張っていきたいと思います。

　再来週はガバナー公式訪問があり

ます。その 2 週前にガバナー補佐が

お見えになっての卓話があります。

よろしくお願いします。

会長報告

第1675回例会　2010.7.9

1. 点　　鐘　中村 佳弘 会長

1. 会長挨拶　中村 佳弘 会長

1. 幹事報告　森市 直樹 幹事

1. 卓　　話　飯合 幸夫 幹事

1. 点　　鐘　中村 佳弘 会長

1. 真実かどうか？
2. みんなに公平か？
3. 好意と友情を深めるか？
4. みんなのためになるか？

例会日／金曜日　12：30～13：30
例会場／ザ・クレストホテル柏
　　　　〒277-0842 柏市末広町14-1
　　　　TEL.04-7146-1111  FAX.04-7146-2100

事務所／〒277-0011 柏市東上町7-18
　　　　柏商工会議所会館 505
　　　　TEL.04-7162-2323  FAX.04-7166-8282
　　　　E-mail：kashiwanishi@io.ocn.ne.jp

会 長：中村 佳弘　　幹 事：森市 直樹
第1675回　例会（2010.7.9）

■柏西ロータリークラブURL.http://kashiwa-nishi-rc.com/　　■第2790地区ロータリークラブURL.http://www.rid2790.jp/2010/

森 市　直 樹　幹事
幹事報告

その他報告

1. 地区財団セミナーの案内
 日時　8月 8日（日）13：00 ～ 15：30
 場所　京葉銀行文化プラザ

2. 地区大会のお知らせ
 期日　11 月 6 日（土）・11 月 7 日（日）
 場所　銚子市青少年文化会館・銚子市体育館

3. 柏南ロータリークラブ『納涼例会』の案内
 日時　8月 3日（火）18：00 ～
 場所　廣池学園　麗澤キャンパスプラザ 1F
 ビジターフィー　3,000 円

4. 受信《活動計画書》柏南RC

■新入会員認証式
　中島利生会員

●推薦者　金本元章会員
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BOXありがとう！
出席報告

今日のお料理
会員数　

欠席者　

金子、ゲイビアデル、佐藤、
椎根、染谷、日暮、富士川、
柳、吉野、渡邊、渡辺
　　　　　　　　　出席免除8名含

出席率　

53名

11名

79.24％
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次回の例会は7月23日（金）です。 欠席報告は、水曜日の正午まで
※食事の無駄をなくす為に協力して下さい。
　嶋田 英明まで：090-2232-1661

クラブ会報委員／東海林 康之・田代 健一・後藤 浩一郎

お誕生日おめでとう！
鈴木 健吾・秋山 弘昭・
後藤 浩一郎・金本元章 会員

パートナー誕生日おめでとう！
勝田 健一・川和 弘行 会員

結婚記念日おめでとう！
田代 健一 会員

　本年度RIレイ・クリンギンスミス
会長のテーマは「地域を育み、大陸を
つなぐ」です。
　これまでのRIテーマはロータリア
ンにのみ呼びかけるものが多かった
ことから
1）ロータリアンのみならず、一般の
　人にも呼びかけられるテーマを
2）エレベータースピーチ（エレベー
　ターに乗ってから降りるまでの短
　い間）でロータリーの目的を説明
　できること
3） ロータリアンの情熱、独創性、寛大
　さを表す言葉を
といった趣旨を間欠に表した適切な
言葉であります。
　また、2010～2011年度会長賞への
参加を求めています。
　本年度織田ガバナーの地区テーマ
は「スタイル（様式）を磨こう」です。
　織田ガバナーはニーチェの言葉と
して、「ある年齢を超えたとき、人は
スタイルを問われる。スタイルとは
（一貫した自分らしさ）だ。これがな

飯 合 幸 夫　幹事
卓話 い人間は周囲から見ても存在感が薄

い。そのスタイルを作る道は「短い習
慣の蓄積だ」と。ロータリークラブも
人と同じです。
　地区内のそれぞれのクラブは長い
年月をかけて、1業1会員制、例会重
視、職業奉仕の概念、四大奉仕という
型などの習慣を積み重ね、ロータ
リーならではのスタイル（様式）を作
り上げてきました。それにクラブ独
自のDNAが先輩達から引き継がれ
て、それぞれのクラブの個性となっ
てきました。
　そのスタイル（様式）に今、危機が
おとずれています。何が「不易・変わ
らない事」で、何が「流行」か、を各ク
ラブで徹底的に討論してほしいと
願っています。その過程でクラブの
「物差し」がより高い質を持ち、それ
がクラブのスタイル（様式）を磨くこ
とにつなげてほしいとの事です。
　また、地区の活動は「クラブが綱領
を推進するのを助けること」を唯一
の目的とする。としています。ガバ
ナーとして「クラブの自治を推進す
る」手助けがしたいとのことです。
　そのような訳で、本年度の地区大

会は全員登録の勉強する年次大会に
なります。
　11月6日（土）7日（日）に銚子で開催
されます。奮ってご参加をお願いい
たします。
　また、ガバナーの要請で、第10分区
情報研究会が全員登録で10月8日
（金）に当クレストホテルで柏西クラ
ブ主催で行われます。
　そのほか、年が明けてからIM合同
例会等も開催されます。
　今年一年間まじめな織田ガバナー
のもとで補佐を務めさせていただき
ます。杉山補佐幹事ともども宜しく
お願いいたします。
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　皆様こんにちは。
　昨年度は中村ガバナーを輩出した
り地区大会、創立35周年の式典及び
祝賀会があり大変だったと思いま
す。
　しかし、ロータリーには一休みは
ないということで、今後も走ってい
こうと思っています。
　さて、本年度の活動方針を発表さ
せて頂きます。
1. 青少年からリーダーシップを作り
　皆さんの考えを広く広めること
2. 広報
　世間へのロータリーの認知度向
　上。ロータリーの考えや奉仕の理
　想を伝え、会員を増やす
　以上を重点に置き、他の活動も合
わせ 今後も活動していきたいと
思っております。

　「超我の奉仕」は、ロータリーの第
一の標語です。すべてのロータリア
ンには、地元はもとより世界中の地
域社会において、奉仕を通じて人々
の生活の質の向上させる方法を見出
し、教育的・人道的プロジェクトの立

　ロータリー財団の使命は、「地域レ
ベル、全国レベル、国際レベルの人道
的、教育的、文化交流プログラムを通
じて、ロータリーの綱領とロータ
リーの使命を遂行し、かつ世界理解
と平和を達成しようとする国際ロー
タリーの努力を支援することである
（760）。」と規定されています。
　当クラブでは、今年からロータ
リー財団委員会に二つの小委員会を
設け活動していきます。
　一つの小委員会は「年次・恒久基金
小委員会」であり、もう一つの小委員
会は「ポリス・プラス小委員会」です。
　「年次・恒久基金小委員会」では、次
の年次寄附と恒久基金への寄附をお
願いしています。
１．年次寄附
　①年次寄附………ロータリアン
　　一 人毎年100ドル
　②ポールハリスフェロー
　　一人1,000ドル
　③マルチプルポールハリスフェ
　　ロー　一人500ドル（認証ポイン
　　ト利用）

　＊1,000ドルは難しいという会員に    
　　は、「財団友の会」という制度が
　　あります、年間一人100ドルを10
　　年間に渡り寄附をする制度があ
　　りますのでご利用ください。
２．恒久基金
　　ベネファクター　一人1,000ドル
　　これらの年次寄附及び恒久基金
　　について、年間50万円を目標に
　　定めました。
　「ポリス・プラス小委員会」では、
2790地区でのポリオチャレンジ2億
ドル（会員一人年間6,000円）の目標達
成の為、現在行われている例会での
小銭寄附を継続するとともに、小委
員会の皆さんと強調して、会員数×
6,000円の目標額を達成していきた
い。
　会員各位のご理解とご協力を頂い
て、これらの目標の実現に向かって
努力いたします。

司会：森 市 直 樹　幹事

中村 佳弘 会長

増谷　信一　委員長

第一回クラブ協議会

■活動方針

■奉仕プロジェクト委員会

高田　住男　委員長

■ロータリー財団委員会

案と実施を致します。
　柏西ロータリークラブでは、職業
奉仕〔職場見学会の実施〕・社会奉仕
〔柏まつりやごみゼロ等の実施〕・人
間尊重〔街頭献血の実施〕・新世代育
成（ＲＡＣ、ＲＹＬＡ）〔ローターアク
トの支援、地区ＲＹＬＡセミナーの
参加〕・世界親睦活動（姉妹クラブ）
〔台湾台中港東南扶輪社締結30周年
の開催〕の５つの小委員会が組織さ
れております。
　各小委員会と連携をとりながら、
一年間共に奉仕活動を実施して参り
ます。
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　ＣＬＰ導入３期目に入り、クラブ
会報、ホームページの配信等新たな
取り組みも浸透してきたところだと
思います。
　広報委員会としては、ロータリー
クラブの行っている活動を地域の
方々に理解を深めてもらい奉仕活動
を紹介することなどを目的としてい
きたいと思います。

活動計画
①前委員会の行っていた活動の継続
②ホームページの見直し、積極的な
　広報活動の推進
③クラブ会報の充実と見直し
④各委員会と協力し多くの会員にも
　参加してもらい広報活動を実践
　・柏まつり配布物への広報活動の
　　支援
　・献血キャンペーン時の人員増大
　　及びＰＲ方法
　・ゴミゼロ運動、老人ホーム慰問
　　等参加、ＰＲ方法の検討
　各会員のご協力宜しくお願いいた
します。

　会員が日常的に気軽に例会に参加
して、奉仕を実践し、会員同士の親
睦を深める、と言ったクラブ活動の
活性化、クラブの維持発展に不可欠
な要素がこの管理運営委員会を構成
しているプログラム委員会、親睦活
動委員会、出席委員会です。今年度
は中村会長の活動方針、即ち例会の
充実、懇親を深めクラブ・ライフを
更に楽しく、ＣＬＰの更なる推進に
十分留意して活動して参ります。ま
た例会の効率化、簡素化の途を探っ
て行きたいと思います。

神林　聖光　委員長
■クラブ広報委員会

安川　武年　委員長
■クラブ管理運営委員会

クラブ会員数の推移　
（2010 年５月 28 日現在）
2005～2006　51 名
2006～2007　51 名
2007～2008　49 名
2008～2009　53 名
2009～2010　55 名
2010～2011　57 名

川和　弘行　委員長
■会員増強委員会

　今年度、ＲＩ会長のテーマにロー
タリーの目的を広く社会にＰＲしよ
うとあります。
　その為にも会員増強はかかせませ
ん。大変厳しい経済状況ですが、ロー
タリーの奉仕の活動が希望と不況脱
出の一助となれば幸です。
　皆でがんばりましょう。

本年度委員会目標
◎クラブ全会員に１名以上の入会候
　補者を推薦してもらう。
◎現会員の退会者が無いようにクラ
　ブ奉仕委員会と協力する。


